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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

　

回次
第63期

当第２四半期
連結累計期間

第63期
当第２四半期
連結会計期間

第62期

会計期間

自　平成20年
　　４月１日
至　平成20年
　　９月30日

自　平成20年
　　７月１日
至　平成20年
　　９月30日

自　平成19年
　　４月１日
至　平成20年
　　３月31日

売上高 (千円) 6,985,0374,606,92415,932,968

経常利益 (千円) 170,905 292,250 824,548

四半期(当期)純利益 (千円) 83,201 159,108 431,931

純資産額 (千円) ― 9,212,2909,222,892

総資産額 (千円) ― 19,231,27319,807,732

１株当たり純資産額 (円) ― 515.57 515.87

１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) 4.65 8.90 24.15

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) ― 47.9 46.6

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △801,305 ― 1,139,789

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △202,477 ― △359,574

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △118,063 ― △329,824

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) ― 1,906,0743,027,920

従業員数 (名) ― 679 653

(注)　１　売上高には、消費税等は含まれておりません。

２　潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益は、潜在株式が存在しないため記載しておりません。
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２ 【事業の内容】

当第２四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている

事業の内容に重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。

　

　

　

３ 【関係会社の状況】

当第２四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

　

　

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社の状況

平成20年９月30日現在

従業員数(名) 679

(注) 従業員数は、当社グループから当社グループ外への出向者を除き、当社グループ外から当社グループへの出向者を

含む就業人員であります。

　

　

(2) 提出会社の状況

平成20年９月30日現在

従業員数(名) 518

(注) 従業員数は、当社から他社への出向者を除き、他社から当社への出向者を含む就業人員であります。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1) 生産実績

当第２四半期連結会計期間における生産実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりで

あります。
　

事業の種類別セグメントの名称 生産高(千円)

鉄道信号関連事業 4,830,777

産業用機器関連事業 321,415

合計 5,152,192

(注) １　セグメント間取引については、相殺消去しております。
２　金額は、販売価格によっております。
３　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

　

(2) 受注実績

当第２四半期連結会計期間における受注実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりで

あります。
　

事業の種類別セグメントの名称 受注高(千円) 受注残高(千円)

鉄道信号関連事業 4,894,1234,260,013

産業用機器関連事業 457,016 220,905

合計 5,351,1384,480,918

(注) １　セグメント間取引については、相殺消去しております。

２　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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(3) 販売実績

当第２四半期連結会計期間における販売実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりで

あります。
　

事業の種類別セグメントの名称 販売高(千円)

鉄道信号関連事業 4,171,067

産業用機器関連事業 435,856

合計 4,606,924

(注) １　セグメント間取引については、相殺消去しております。

２　主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割合

　

相手先

当第２四半期連結会計期間
(自　平成20年７月１日
  至　平成20年９月30日)

販売高(千円) 割合(％)

東日本旅客鉄道㈱ 1,780,035 38.6

３　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

　

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。
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３ 【財政状態及び経営成績の分析】

(1) 経営成績の分析

当第２四半期連結会計期間におけるわが国経済は、資源価格高と米国サブプライムローン問題に端を

発した世界経済の低迷の影響などにより、輸出の減速が鮮明となるほか、設備投資の減少に加え、個人消

費も伸び悩み、景気の後退懸念が強まってまいりました。

　このような状況のもと、当社グループは受注の獲得と拡大に取り組んでまいりました結果、当第２四半

期連結会計期間の売上高は、46億６百万円と前年同期比５億23百万円（12.8%）の増収となりました。

　利益につきましては、増収と販売費及び一般管理費の減少により、営業利益は３億３百万円（前年同期

比131.9%増）、経常利益は２億92百万円（前年同期比110.6%増）、四半期純利益は１億59百万円（前年同

期比301.1%増）となりました。

事業の種類別セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。

 [鉄道信号関連事業]

ＡＴＣ（自動列車制御装置）、運行管理装置などのシステム製品および踏切障害物検知装置、軌道回路

機器、踏切装置機器などのベース製品ともに増加し、売上高は41億71百万円と前年同期比４億74百万円

（12.8%）の増加となりました。

 [産業用機器関連事業]

可塑成形、金属メッキは減少しましたが、情報通信機器、梯子車・化学車制御装置、金型が増加し、売上

高は４億35百万円と前年同期比48百万円（12.6%）の増加となりました。

　

(2) 財政状態の分析

 (総資産)

当第２四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べ５億76百万円減少し、192億

31百万円となりました。これは、たな卸資産（製品・原材料・仕掛品）が10億86百万円、投資有価証券が

57百万円それぞれ増加しましたが、現金及び預金が10億97百万円、受取手形及び売掛金が５億42百万円そ

れぞれ減少したことなどによるものです。

 (負債)

当第２四半期連結会計期間末における負債は、前連結会計年度末に比べ５億65百万円減少し、100億18

百万円となりました。これは、支払手形及び買掛金が85百万円増加しましたが、未払法人税等が３億５百

万円、その他流動負債が３億22百万円それぞれ減少したことなどによるものです。

 (純資産)

当第２四半期連結会計期間末の純資産は、前連結会計年度末に比べ10百万円減少し、92億12百万円とな

りました。これは、利益剰余金が41百万円減少しましたが、その他有価証券評価差額金が33百万円増加し

たことなどによるものです。
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(3) キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、第１四半期連

結会計期間末に比べ７億43百万円減少し、19億６百万円となりました。

　

 (営業活動によるキャッシュ・フロー)

当第２四半期連結会計期間における営業活動による資金の減少は、５億99百万円となりました。これ

は、たな卸資産の減少２億76百万円、仕入債務の増加３億12百万円、税金等調整前四半期純利益２億95百

万円により資金が増加しましたが、売上債権の増加12億91百万円により資金が減少したことなどによる

ものです。

 (投資活動によるキャッシュ・フロー)

当第２四半期連結会計期間における投資活動による資金の減少は、１億22百万円となりました。これ

は、有形及び無形固定資産の取得による支出１億９百万円などによるものです。

 (財務活動によるキャッシュ・フロー)

当第２四半期連結会計期間における財務活動による資金の減少は、21百万円となりました。これは、長

期借入金の収支による収入が27百万円ありましたが、配当金の支払いが45百万円あったことなどによる

ものです。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第２四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

当第２四半期連結会計期間において、第１四半期連結会計期間末に計画中であった重要な設備の新設、

除却等について、重要な変更並びに重要な設備計画の完了はありません。

　また、当第２四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 30,000,000

計 30,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成20年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成20年11月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 18,018,00018,018,000
東京証券取引所
（市場第二部）

完全議決権株式であり、株主と
しての権利内容に何ら限定のな
い当社における標準となる株式

計 18,018,00018,018,000― ―

　

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

　

(3) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

　

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成20年９月30日 ― 18,018 ― 1,500,039 ― 1,233,716
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(5) 【大株主の状況】

平成20年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

日本電設工業株式会社 東京都台東区池之端一丁目２－23 2,095 11.63

株式会社みずほ銀行 東京都千代田区内幸町一丁目１－５ 875 4.86

株式会社三井住友銀行 東京都千代田区有楽町一丁目１－２ 840 4.67

第一生命保険相互会社 東京都千代田区有楽町一丁目13－１ 721 4.00

朝日生命保険相互会社 東京都千代田区大手町二丁目６－１ 715 3.97

日新火災海上保険株式会社 東京都千代田区神田駿河台二丁目３ 555 3.08

株式会社三菱東京UFJ銀行 東京都千代田区丸の内二丁目７－１ 544 3.02

大同信号共済会 東京都大田区仲池上二丁目20－２ 503 2.79

保安工業株式会社 東京都中央区日本橋本石町三丁目２－４ 501 2.79

大同信号取引先持株会 東京都大田区仲池上二丁目20－２ 456 2.54

計 ― 7,810 43.35
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(6) 【議決権の状況】

　

① 【発行済株式】

平成20年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）
 普通株式 149,000

― ―

完全議決権株式(その他)
 普通株式

17,528,000
17,528 ―

単元未満株式 普通株式　341,000 ― ―

発行済株式総数 18,018,000― ―

総株主の議決権 ― 17,528 ―

(注)「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式906株が含まれております。

　

② 【自己株式等】

平成20年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
 大同信号株式会社

東京都大田区仲池上
二丁目20番２号

149,000 ― 149,000 0.8

計 ― 149,000 ― 149,000 0.8

　

　

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成20年
　４月 　５月 　６月 　７月 　８月 　９月

最高(円) 289 285 290 292 282 257

最低(円) 245 245 261 260 240 231

(注)　株価は、東京証券取引所市場第二部におけるものであります。

　

　

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動はありません。
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第５ 【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

　

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第２四半期連結会計期間(平成20年７月１

日から平成20年９月30日まで)及び当第２四半期連結累計期間(平成20年４月１日から平成20年９月30日ま

で)に係る四半期連結財務諸表について、清和監査法人により四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成20年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,981,074 3,078,920

受取手形及び売掛金 4,345,778 4,888,126

製品 2,851,474 2,638,979

原材料 540,179 541,084

仕掛品 3,908,193 3,033,770

その他 352,632 399,792

貸倒引当金 △3,506 △4,870

流動資産合計 13,975,826 14,575,803

固定資産

有形固定資産 ※
 1,909,040

※
 1,914,710

無形固定資産 51,130 50,771

投資その他の資産

投資有価証券 2,954,232 2,896,869

その他 341,043 369,577

投資その他の資産合計 3,295,276 3,266,447

固定資産合計 5,255,447 5,231,929

資産合計 19,231,273 19,807,732

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 3,495,410 3,410,093

短期借入金 3,552,836 3,126,030

未払法人税等 47,863 353,033

役員賞与引当金 15,550 36,110

その他 1,122,205 1,445,170

流動負債合計 8,233,865 8,370,437

固定負債

長期借入金 99,458 516,627

退職給付引当金 1,545,840 1,524,900

役員退職慰労引当金 139,818 172,874

固定負債合計 1,785,117 2,214,402

負債合計 10,018,982 10,584,840

純資産の部

株主資本

資本金 1,500,039 1,500,039

資本剰余金 1,233,716 1,233,716

利益剰余金 5,771,241 5,812,823

自己株式 △41,804 △39,070

株主資本合計 8,463,193 8,507,509

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 749,096 715,382

評価・換算差額等合計 749,096 715,382

純資産合計 9,212,290 9,222,892

負債純資産合計 19,231,273 19,807,732
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

当第２四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年９月30日)

売上高 6,985,037

売上原価 5,419,389

売上総利益 1,565,648

販売費及び一般管理費 ※
 1,399,771

営業利益 165,876

営業外収益

受取配当金 32,590

その他 7,642

営業外収益合計 40,232

営業外費用

支払利息 35,185

その他 18

営業外費用合計 35,204

経常利益 170,905

特別利益

貸倒引当金戻入額 1,125

償却債権取立益 300

特別利益合計 1,425

税金等調整前四半期純利益 172,330

法人税、住民税及び事業税 44,840

法人税等調整額 44,288

法人税等合計 89,128

四半期純利益 83,201
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【第２四半期連結会計期間】
（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間
(自 平成20年７月１日
　至 平成20年９月30日)

売上高 4,606,924

売上原価 3,595,462

売上総利益 1,011,461

販売費及び一般管理費 ※
 707,586

営業利益 303,875

営業外収益

受取配当金 2,345

その他 3,740

営業外収益合計 6,085

営業外費用

支払利息 17,696

その他 13

営業外費用合計 17,709

経常利益 292,250

特別利益

貸倒引当金戻入額 3,194

償却債権取立益 200

特別利益合計 3,394

税金等調整前四半期純利益 295,645

法人税、住民税及び事業税 32,118

法人税等調整額 104,418

法人税等合計 136,536

四半期純利益 159,108
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

当第２四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 172,330

減価償却費 148,946

貸倒引当金の増減額（△は減少） △1,364

受取利息及び受取配当金 △33,577

支払利息 35,185

売上債権の増減額（△は増加） 542,348

たな卸資産の増減額（△は増加） △1,086,013

仕入債務の増減額（△は減少） 85,317

退職給付引当金の増減額（△は減少） 20,939

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △33,055

未払消費税等の増減額（△は減少） △23,017

未払費用の増減額（△は減少） △169,009

その他の流動資産の増減額（△は増加） 5,750

その他の流動負債の増減額（△は減少） △100,895

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △20,560

その他 △579

小計 △457,255

利息及び配当金の受取額 33,577

利息の支払額 △35,185

法人税等の支払額 △342,442

営業活動によるキャッシュ・フロー △801,305

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △38,000

定期預金の払戻による収入 14,000

有形及び無形固定資産の取得による支出 △178,483

投資有価証券の取得による支出 △605

貸付金の回収による収入 1,160

その他 △548

投資活動によるキャッシュ・フロー △202,477

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 10,000

短期借入金の返済による支出 △13,000

長期借入れによる収入 100,000

長期借入金の返済による支出 △87,364

自己株式の取得による支出 △2,733

配当金の支払額 △124,965

財務活動によるキャッシュ・フロー △118,063

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,121,846

現金及び現金同等物の期首残高 3,027,920

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 1,906,074
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【継続企業の前提に重要な疑義を抱かせる事象又は状況】

当第２四半期連結会計期間(自　平成20年７月１日　至　平成20年９月30日)

該当事項はありません。

　

　

【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　

当第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日  至　平成20年９月30日)

会計処理の基準に関する事項の変更

 

重要な資産の評価基準及び評価方法の変更

たな卸資産

当連結会計年度の第１四半期連結会計期間から、「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準委員会

　平成18年７月５日　企業会計基準第９号）を適用し、仕掛品については個別法による原価法（貸借対照表価額に

ついては収益性の低下に基づく簿価切下げの方法）、製品及び原材料については移動平均法による原価法（貸借

対照表価額については収益性の低下に基づく簿価切下げの方法）に変更しております。

　この結果、従来の方法によった場合に比べて、当第２四半期連結累計期間の売上総利益、営業利益、経常利益及び

税金等調整前四半期純利益が35,085千円それぞれ減少しております。

　なお、セグメント情報に与える影響は、当該箇所に記載しております。

　

　

【簡便な会計処理】

　

当第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日  至　平成20年９月30日)

　法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法

法人税等の納付税額の算定に関しては、加味する加減算項目や税額控除項目を重要なものに限定する方法に

よっております。

　繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一時差異等の発生状況

に著しい変化がないと認められるので、前連結会計年度において使用した将来の業績予測やタックス・プランニ

ングを利用する方法によっております。

　

　

【四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理】

　当第２四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年９月30日)

該当事項はありません。
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【追加情報】

　

当第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日  至　平成20年９月30日)

　有形固定資産の耐用年数の変更

当社及び国内連結子会社の機械装置の耐用年数につきましては、平成20年度の法人税法の改正を契機として見

直しを行い、従来の５～12年から５～７年に変更しております。

　これにより、当第２四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益が18,634千円それ

ぞれ減少しております。

　

　

【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

　
当第２四半期連結会計期間末
(平成20年９月30日)

前連結会計年度末
(平成20年３月31日)

※　　有形固定資産から控除した減価償却累計額は

　　　4,804,660千円であります。

※　　有形固定資産から控除した減価償却累計額は

　　　4,668,652千円であります。

　

　

(四半期連結損益計算書関係)

　

第２四半期連結累計期間

当第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年９月30日)

※　販売費及び一般管理費の主なもの

 
　　　　　　給料諸手当　　　　　　 　 372,199千円
　　　　　　賞与　　　　　　　　       98,050千円
　　　　　　役員賞与引当金繰入額　　   17,290千円
　　　　　　退職給付引当金繰入額　　 　41,113千円
　　　　　　減価償却費　　　　　　　 　 7,690千円
　　　　　　製品補修費　　　　　　 　 171,013千円
　　　　　　研究開発費　　　　　　　  197,814千円
 

　

第２四半期連結会計期間

当第２四半期連結会計期間
(自　平成20年７月１日 
 至　平成20年９月30日)

※　販売費及び一般管理費の主なもの

 

　　　　　　給料諸手当　　　　　　　　176,309千円
　　　　　　賞与　    　　　　　　　 　51,276千円
　　　　　　役員賞与引当金繰入額　　  　8,667千円
　　　　　　退職給付引当金繰入額　　 　19,548千円
　　　　　　減価償却費　　　　　　　 　   879千円
　　　　　　製品補修費　　　　　　　 　85,531千円
　　　　　　研究開発費　　　　　　　  110,002千円
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　
当第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年９月30日)

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金 1,981,074千円

預入期間が３か月超の定期預金 △75,000千円

現金及び現金同等物 1,906,074千円
 

　

　

(株主資本等関係)

当第２四半期連結会計期間末(平成20年９月30日)及び当第２四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　

至　平成20年９月30日) 

１　発行済株式に関する事項

株式の種類
当第２四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 18,018,000

　

　

２　自己株式に関する事項

株式の種類
当第２四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 149,906

　

　
３　配当に関する事項

　(1) 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成20年6月27日
定時株主総会

普通株式 125,148 ７ 平成20年３月31日平成20年６月30日 利益剰余金

　
　(2) 基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の効

力発生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

　　　該当事項はありません。
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(リース取引関係)

　当第２四半期連結会計期間(自　平成20年７月１日　至　平成20年９月30日)

所有権移転外ファイナンス・リース取引について通常の賃貸借取引に係る方法に準じて処理を行っ

ておりますが、当四半期連結会計期間におけるリース取引残高は前連結会計年度末に比べて著しい変

動が認められないため、記載しておりません。

　

　

　

(有価証券関係)

　当第２四半期連結会計期間末(平成20年９月30日)

有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい

変動がありません。

　

　

　

(デリバティブ取引関係)

　当第２四半期連結会計期間末(平成20年９月30日)

該当事項はありません。

　

　

　

(ストック・オプション等関係)

　当第２四半期連結会計期間(自　平成20年７月１日　至　平成20年９月30日)

該当事項はありません。

　

　

　

(企業結合等関係)

当第２四半期連結会計期間(自　平成20年７月１日　至　平成20年９月30日)

該当事項はありません。
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(セグメント情報)

【事業の種類別セグメント情報】

当第２四半期連結会計期間(自　平成20年７月１日　至　平成20年９月30日)

　
鉄道信号関連事業

(千円)
産業用機器関連事業

(千円)
計
(千円)

消去又は全社
(千円)

連結
(千円)

売上高

　(1) 外部顧客に
　　　対する売上高

4,171,067 435,8564,606,924 ― 4,606,924

　(2) セグメント間の内部
　　　売上高又は振替高

5,667 162,697168,364(168,364) ―

計 4,176,734 598,5534,775,288(168,364)4,606,924

営業利益 585,009 30,189615,198(311,323)303,875

　

　

当第２四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年９月30日)

　
鉄道信号関連事業

(千円)
産業用機器関連事業

(千円)
計
(千円)

消去又は全社
(千円)

連結
(千円)

売上高

　(1) 外部顧客に
　　　対する売上高

6,234,111 750,9256,985,037 ― 6,985,037

　(2) セグメント間の内部
　　　売上高又は振替高

11,334 278,804290,138(290,138) ―

計 6,245,445 1,029,7307,275,175(290,138)6,985,037

営業利益 761,693 4,242 765,935(600,058)165,876

(注)　会計方針の変更

「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更　会計処理の基準に関する事項の変更　重要

な資産の評価基準及び評価方法の変更　たな卸資産」に記載のとおり、当連結会計年度の第１四半期連結会計期

間から、「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準委員会　平成18年７月５日　企業会計基準第９号）

を適用しております。

この変更に伴い、従来の方法によった場合に比べ、当第２四半期連結累計期間の営業利益は「鉄道信号関連事

業」が34,556千円、「産業用機器関連事業」が528千円それぞれ減少しております。

　

　

【所在地別セグメント情報】

当第２四半期連結会計期間(自　平成20年７月１日　至　平成20年９月30日)及び当第２四半期連結累計期

間(自　平成20年４月１日　至　平成20年９月30日)

　全セグメントの売上高において、在外連結子会社および在外支店がありませんので記載を省略してお

ります。

　

　

【海外売上高】

当第２四半期連結会計期間(自　平成20年７月１日　至　平成20年９月30日)及び当第２四半期連結累計期

間(自　平成20年４月１日　至　平成20年９月30日)

　海外売上高が連結売上高の10％未満のため、海外売上高の記載を省略しております。
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(１株当たり情報)

１　１株当たり純資産額

　
当第２四半期連結会計期間末
(平成20年９月30日)

前連結会計年度末
(平成20年３月31日)

515.57円 515.87円

　

(注)　１株当たり純資産額の算定上の基礎

項目
当第２四半期連結会計期間末
(平成20年９月30日)

前連結会計年度末
(平成20年３月31日)

純資産の部の合計額(千円) 9,212,290 9,222,892

普通株式に係る純資産額(千円) 9,212,290 9,222,892

普通株式の発行済株式数(株) 18,018,000 18,018,000

普通株式の自己株式数(株) 149,906 139,680

１株当たり純資産額の算定に用いられた普通
株式の数(株)

17,868,094 17,878,320

　　

　

２　１株当たり四半期純利益及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益

第２四半期連結累計期間

　
当第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年９月30日)

１株当たり四半期純利益 4.65円

(注)　１　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については潜在株式が存在していないため記載しておりません。

２　１株当たり四半期純利益算定上の基礎

項目
当第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年９月30日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益(千円) 83,201

普通株式に係る四半期純利益(千円) 83,201

普通株主に帰属しない金額(千円) ―

普通株式の期中平均株式数(株) 17,873,965
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第２四半期連結会計期間

　
当第２四半期連結会計期間
(自　平成20年７月１日 
 至　平成20年９月30日)

１株当たり四半期純利益 8.90円

(注)　１　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については潜在株式が存在していないため記載しておりません。

２　１株当たり四半期純利益算定上の基礎

項目
当第２四半期連結会計期間
(自　平成20年７月１日 
 至　平成20年９月30日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益(千円) 159,108

普通株式に係る四半期純利益(千円) 159,108

普通株主に帰属しない金額(千円) ―

普通株式の期中平均株式数(株) 17,870,469

　

　

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

　

　

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成20年11月13日

大同信号株式会社

取締役会　御中

　

清和監査法人

　

指定社員
業務執行社員

公認会計士　　川田　増三　　　　　印

　

指定社員
業務執行社員

公認会計士　　大塚　貴史　　　　　印

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている大同

信号株式会社の平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間(平

成20年７月１日から平成20年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成20年４月１日から平成20年９

月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期

連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経

営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、大同信号株式会社及び連結子会社の平成20年

９月30日現在の財政状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経

営成績並びに第２四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事

項がすべての重要な点において認められなかった。

　

追記情報

「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載されているとおり、会社は

「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準委員会　平成18年７月５日　企業会計基準第９号）を第

１四半期連結会計期間から適用し、評価基準については、原価法から原価法（収益性の低下による簿価切下げ

の方法）に変更している。

　

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　
 
(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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